
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

辰巳丘だより ５ 
平成２８年４月２７日（水） 編集責任者 校長 堀田葉子 

        

  

  

辰巳丘高校の施設の中でも人気が高いのが、「学生ホール」です。今の季節は、生徒たちが大小 7つ

の学生ホールに集って、温かい日差しを浴びながらお弁当を広げている姿が見られます。カメラを向

けると、男子生徒は気さくにポーズをとってくれ、女子生徒はちょっとシャイなことがわかりました。 

                     

  

 

 

 

 

  

（１Ｆ学生ホールで１年生 ）    （ひなたぼっこは２年生）    （３年生はさすが大人っぽい）  

 

 

 

 

 

 

（名画の前で食欲もりもり）   （輪になっているのは１年生）   （３年女子は優雅です）              

 

 

 

 

◇ 芸術の香り高い校風 

◇ きめ細かい学習・進路指導 

◇ 国際色豊かな学校行事 

「学生ホール」に集う生徒たち   

 
 

  

        

  

  

4 月 25 日（月）、全校生徒対象の交通安全講話がありました。 

講師は、金沢中警察署 交通第一課の渡辺拓也さんです。スマ 

ホを見ながら、音楽を聴きながらの自転車運転や歩行が大変危険 

であることなどをわかりやすくお話ししてくださいました。 

 本校では２００名近くの生徒が自転車通学をしていますが、通学路の道幅が狭いところがあった

り、坂道があったりで危険も多いので、生徒たちは被害者にも加害者にもならないことを肝に銘じま

した。 

                    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 生徒会執行部とＪＲＣ部が連携して、熊本の復興を願う支援活動を開始しました。 

生徒たちが自分たちで発案し、実行するというすばらしい校風を本当にうれしく思います。 

本校では、昨年度、熊本に転校していった仲間がおり、生徒たちは安否を気遣っています。 

元クラスメイトが一日も早く元気を取り戻すこと、そして被災された地域の一日も早い復興を願って

います。 

 テレビなどで避難所の様子を見ていると、高校生が避難所の運営に協力し、お年寄りや子供などの

災害弱者といわれる人々を支えている姿が映し出されたりします。 

 高校生は、保護者や教員の目から見れば子供でも、社会に出れば立派な大人です。彼らを子供扱い

するのではなく、社会貢献できる大人としての自覚を促し、そのつもりで我々も育てていかねばなら

交通安全講話がありました   

 

 

 


